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■ 基本となる施策の見方

■基本目標
本計画の柱となる５つ
の基本目標のうち、ど
の基本目標に位置する
かを示しています。

■現状と課題
現在の市の状況を把握
し、課題を示していま
す。

■目標とするまちの姿
施策及び施策の基本
方針（基本事業）を展
開することで導かれる
将来の理想とするまち
の姿を示しています。

■施策の体系
施策とその展開の方針
（基本事業）の体系を
示しています。

■施策
基本目標を達成する
ための施策（展開の方
向）を示しています。

■協働の役割
施策を達成するため、
市民、地域・事業所、
行政が、協力関係のも
と、それぞれが取り組
むべき役割を示してい
ます。

■ 現状と課題
●子どもたちが変化の激しい社会の中で生き抜いていくためには、豊かな心、確かな学力、

健やかな体をバランスよく育てることが大切です。そのためには、学校、家庭、地域な

ど社会全体で子どもたちの教育に取り組む必要があります。

第１節［人］豊かな心と創造性あふれる人材育成のまちづくり　

施策 １－１ 子どもの生きる力※5を育む教育の推進

■ 目標とするまちの姿   
◆ 子ども一人ひとりの個性を伸ばし、豊かな人間性を育む教育を推進するまち

◆ 子どもの豊かな能力を引き出し、確かな学力を育む教育を推進するまち

◆ 子どもの心身の健康を保持・増進し、健やかな体を育む教育を推進するまち

■ 施策の体系（目標達成のための施策の展開）

施　　策 施策の基本方針（基本事業）

１－１
子どもの生きる力を
育む教育の推進

１ 幼児教育の充実

２ 豊かな心を育む学校教育の推進

３ 確かな学力を育む学校教育の推進

４ 健全な心身を育む学校教育の推進

５ 家庭・地域の教育力の向上

６ 子どもの安全・安心の確保

７ 教育活動・体制の充実

８ 教育施設の整備推進

■ 協働の役割

市　　民 ・心豊かに、自ら学び、たくましく生きます。
・家庭において基本的な生活習慣、しつけを身につけさせます。

地域・事業所 ・地域において児童・生徒の健全育成を支援します。
・地域が一体となって児童・生徒の安全を確保します。

行　　政
・幼児教育、学校教育の内容の充実を進めます。
・心身のバランスのとれた児童生徒の育成を行います。
・教育施設の整備を行います。

〈 中　略 〉

第２章  分野別計画（各論）
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■主な成果指標
施策の達成度合いを
計るものさしとなる指
標を示しています。
近況値は、平成19年
度末時点で把握してい
る直近の数値を表記し
ています。

■主要事務事業
施策の基本方針（基本
事業）を具体化した事
務事業のうち、施策を
達成するために主要と
なる事務事業を示して
います。
この主要事務事業は、
実施計画により進行
管理することとなりま
す。

■施策の基本方針
　（基本事業）
施策の展開の方向（考
え方）を示しています。

■ 主な成果指標

成 果 指 標 名 近　況　値
（平成 24年度）

目　標　値
（平成 30年度）

全国学力検査偏差値
小学校 53.9 54.0 以上

中学校 50.6 51.0 以上

朝食をとる児童生徒の割合 97.2％ 100％

公立学校施設耐震化率 81.8％ 100％

■ 施策の基本方針
１．幼児教育の充実［１－１－１］
　幼児がともに遊び、学びあい、読書などのできる環境づくりを推進し、豊かな心と健

康な体の育成を図ります。

　また、幼稚園・保育所、小学校、中学校の連携により、一人ひとりの育ちにあった多

様なニーズに対応する就学前教育・保育活動を推進します。

【主要事務事業】

　●幼稚園管理運営事業

　●幼稚園読書活動推進事業

　●幼稚園児定期健康診断事業

２．豊かな心を育む学校教育の推進［１－１－２］ 
　一人ひとりの個性や能力、そして夢を大切にし、総合的な学習の時間等を活用し、企

業訪問や社会見学を通して、社会人として必要な総合力を養成します。

　また、児童生徒の読書活動や、各学校の特色を生かした教育活動を通して、豊かな心

を育みます。

【主要事務事業】

　●小学校文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業

　●中学校文化芸術分野各種大会・交流行事参加事業

　●小学校読書活動推進事業

　●中学校読書活動推進事業

　●キャリア教育推進事業

〈 以　下　略 〉


